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あとがき 

 本誌も第6巻となり、この6 年間は長いようでもあり、短いようでもありました。創刊当初は、生みの苦し

みから今後どうなるかと不安もありましたが、現在では手順にも慣れ、また会員諸先生方のご協力によ

りまして順調に刊行されております。 

 本号では、第14 回消化吸収研究会の一般演題およびシンポジウムに加え、井上幹夫教授の特別講

演「潰瘍性大腸炎におけるタンパク、脂溶性ビタミンおよびサラゾピリン代謝」が掲載されており、会員の

益するところ大であると考えております。 

 最後に今後のお願いですが、編集の都合上、原稿の送付には期限を厳守してくださるようお願い致し

ます。 

岩崎 有良 

 


